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令和2年度（前期）技能検定・技能五輪静岡県予選
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技 能 検 定 受 検 案 内
技能五輪静岡県予選参加案内

　ٕೳݕఆは、職業能力開発促進法に基づいて、技能者の皆さんがもっている技能の程度を一定
の基準によって検定することにより、皆さんの技能が一層みがかれ、また、社会的・経済的地
位の向上をはかることを目的としたࠃՈݕఆ੍౓です。
　ಛڃɺڃ��及び୯Ұ౳ڃの合格者にはްੜ࿑ಇେਉ໊ɺ2ڃ�ɺڃ��の合格者には੩Ԭݝ஌໊ࣄ
の߹֨ূॻが交付されます。

令和2年 4 月 6 日（月）  6 月 8 日（月）  7 月12日（日）★

 8 月23日（日）
 8 月30日（日）
 9 月 2 日（水）
 9 月 6 日（日）
のいずれか

 8 月28日（金）★

10 月 2 日（金）

 6 月 1 日（月）

 9 月13日（日）
（8月9日（日）★）

令和2年 4 月17日（金）
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2ɹडݕਃ੥खଓ

�ɹݧࢼͷํ๏
　技能検定は、職種（作業）ごとに、ֶՊݧࢼ及び࣮ٕݧࢼが行われます。

�ɹडݕਃ੥্ͷཹҙ߲ࣄ
৬छʹ͔͔ΘΒͣɺશࢪͷ͋Δํ͸ɺ̓ϖʔδҎ߱ͷ࣮֨ࢿͷ྆ํͷ໔আΛड͚ΔݧࢼͼֶՊٴݧࢼٕ࣮　⑴
৬छʹडݕਃ੥͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ（詳しくは、静岡県職業能力開発協会までお問い合わせ下さい。）

ਓ਺͕ఆһΛ௒͑ͨ৔߹͸ɺࠐ৘౳ʹΑΓɺఆһΛఆΊΔ৔߹͕͋Γ·͢ɻਃࣄ৔ͷઃඋͷݧࢼ͸ɺݧࢼٕ࣮　⑵
நબʹΑΓडऀݕΛܾఆ͠·͢ɻ·ͨɺਃ੥ঢ়گʹΑΓɺଞݝͰड͍ͩͨͯ͘͠ݕ৔߹΍࣮ٕݧࢼΛͱΓ΍
Ίʹ͢Δ৔߹͕͋Γ·͢ɻ

抽選の可能性がある職種（作業）…金属プレス加工（金属プレス作業）・電気機器組立て（配電盤・制御
盤組立て作業）・塗装（金属塗装作業・噴霧塗装作業）・型枠施工（型枠工事作業）・サッシ施工（ビル用
サッシ施工作業）・プラスチック成形（射出成形作業）・金属熱処理（２・３級のみ）・防水施工（ウレタ
ンゴム系塗膜防水工事作業・FRP 防水工事作業・硬質アスファルトシート常温粘着工法防水工事作業）

⑶ɹಉ࣌ʹෳ਺ͷݕఆ৬छʢۀ࡞ʣΛड͢ݕΔ͜ͱ͸ݪଇͱͯ͠Ͱ͖·ͤΜɻ
⑷　実技試験のうち全国統一日に実施する職種、及び学科試験については、試験前には問題を公表しません。
⑸　डݕख਺ྉ͸ɺ࣮ٕݧࢼख਺ྉͱֶՊݧࢼख਺ྉͷ߹ֹۚܭΛೲೖͯ͠Լ͍͞ɻडݕਃ੥ॻड෇ޙྃ׬͸ɺ
ɹ͍͔ͳΔཧ༝ʹ͓͍ͯ΋डݕख਺ྉ͸͓ฦ͍ͨ͠͠·ͤΜɻʢडऀݕͷೖΕସ͑΋Ͱ͖·ͤΜɻʣ
ͷख਺ྉ͸ෆཁͰ͢ɻ·ͨɺ྆ํͱ΋໔আͷํ͸ݧࢼͷ໔আͷํ͸ɺ໔আ͞ΕΔݧࢼຢ͸ֶՊݧࢼٕ࣮　⑹
ɹࣸਅ΋ෆཁͰ͢ɻ
⑺　ຊ೥౓ʹٕೳݕఆҕһɺٕೳݕఆิࠤһΛҕ৤͞Εͨํʢ༧ఆऀؚΉʣ͸౰֘ݕఆ৬छʢಛڃΛআ͘ʣͷ
डݕਃ੥͸Ͱ͖·ͤΜɻͨͩ͠ɺ࣮ٕɺֶՊͱ΋໔আͷํͷਃ੥͸Ͱ͖·͢ɻ

⑻ɹ࣮ٕݧࢼ໰୊ຢ͸֓ཁʢެද෼ʣ͸�݄�೔ʢ݄ʣ෇͚Ͱۀࣄॴ·ͨ͸ݸਓʹૹ෇͠·͢ͷͰɺಧ͔ͳ͍
৔߹͸͝࿈བྷԼ͍͞ɻ

ఏग़ॻྨ౳

※不明な点は、
静岡県職業能
力開発協会に
お問い合わせ
下さい。˞डݕථ͸্݄̓०

ɹ·Ͱʹૹ෇͠·͢
ɹͷͰಧ͔ͳ͍৔߹͸
ɹ͝࿈བྷԼ͍͞ɻ

ਃ੥ॻ༻ࢴͷ੥ٻ

送料は請求者負担（宅配便の着払いとさせていただきます）

ʢ࣮ٕݧࢼ໰୊ɺडݕථɺ݁ݧࢼՌ௨஌౳ͷൃૹʣ

（申請書用紙・内訳書に記入、写真 2 枚、身分証明書の写しを貼って受検手数料とともに提出）

डݕҊ಺ɾਃ੥ॻ༻ࢴɾ಺༁ॻͷൃૹ

ॾ௨஌ͷൃૹ

ਃ੥ॻɾ಺༁ॻɾݸਓ৘ใͷऔѻ͍ঝ୚ॻʢঝ୚͍ͨͩ͘ํͷΈʣͷఏग़
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डݕਃ੥ͷखଓ͖ํ๏ɺ໰͍߹Θͤઌ

①　技能検定受検申請書（写真2枚を貼ること）1 通
②　内訳書
③　身分証明書の写し

◦運転免許証、個人番号カ―ド（個人番号が記載されている箇所は黒塗りすること）、その他日
本の官公庁が発行した身分証明書（氏名及び生年月日が確認できるものに限る。）

◦特別永住者証明書、在留カード　◦健康保険被保険者証
◦生徒手帳、学生証（氏名及び生年月日が確認できるものに限る）
◦外国政府が発行した旅券（写真欄及び日本国査証欄）
※写し（氏名及び生年月日が確認できる部分を複写すること）は受検申請書の裏面右側に糊付

けして添付すること。
④　個人情報の取扱い承諾書ʢঝ୚͍ͨͩ͘ํͷΈʣ
⑤　受検手数料ʢਃ੥ॻͱಉ࣌ʹೲೖ͢Δ͜ͱʣ必ず金額に間違いのないようにして下さい。

（注）   ⑴　ਃ੥ॻを郵送する場合は、ඞͣॻཹ༣ศとし、క੾೔ʢ� �݄�೔ʢۚʣʣまでの消印
　　　　のあるものに限り受付けます。

⑵　डݕख਺ྉ（受検する実技試験・学科試験手数料）は、締切日までに銀行振込み
　により納入して下さい。ʢڠձ૭ޱ΍༣ૹͰͷ͓ࢧ෷͍͸ड͚෇͚͓ͯΓ·ͤΜɻʣ
ɹɹ੩Ԭۜߦ૲ಽࢧళの静岡県職業能力開発協会、ී௨༬ۚ࠲ޱ൪߸�9���へ振込んで
　下さい。なお、振込手数料は各自でご負担下さい。
⑶　受検手数料は10ページをご覧下さい。
⑷　試験の免除を受けようとする方は、 申請書にその資格を証明できる書類 （合格証

書、指導員免許証、合格通知書等のコピー等）を必ず添付して下さい。ਃ੥ॻडཧޙ
ɹ໔আ֨ࢿͷ͋Δ͜ͱ͕൑໌ͯ͠΋ɺݧࢼͷ໔আ͸Ͱ͖·ͤΜɻ
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⑼　機械設備の関係で、受検者の所属事業所を実技試験会場として依頼させていただく場合や試験係員を依
頼する場合があります。会場、試験係員のご協力がいただけない場合、当該事業所からの受検申請をご遠
慮いただきます。

⑽　障害等により特別な配慮が必要な方が受検をする場合は、受検申請時にお申し出下さい。
⑾　労働安全衛生法関係法令等に基づく就業制限を伴なう作業及び特別教育を要する作業
　 1 .  以下の職種（作業）は試験当日、労働安全衛生法第 61 条第 1 項に基づく資格書等（ガス溶接作業主任者
　　免許証又はガス溶接技能講習修了証）を携帯していなければ、試験を受検することはできません。

・鉄工（製缶作業 1 級・構造物鉄工作業）・工場板金（曲げ板金作業・打出し板金作業）
・電気機器組立て（変圧器組立て作業）・建設機械整備（建設機械整備作業）
・冷凍空気調和機器施工（冷凍空気調和機器施工作業 1・2 級）

　 2.　以下の職種（作業）は試験当日、労働安全衛生法第 59 条第 3 項に基づく安全又は衛生のための特別の教育を
修了した証明書等の写しを提示するか、特別の教育と同等の知識及び技能を有していることの申告を必要とします。

①　金属プレス加工（金属プレス作業）、金型製作（プレス金型製作作業）、
　　工場板金（機械板金作業・数値制御タレット、パンチプレス板金作業）、
　　動力プレス機械の金型の取付け等の作業に係る特別教育
②　鉄工（製缶作業・構造物鉄工作業）、サッシ施工（ビル用サッシ施工作業）
　　アーク溶接等の作業に係る特別教育
③　切削工具研削（工作機械用切削工具研削作業・超硬刃物研磨作業）
　　研削といしの取替え等の作業に係る特別教育
④　内装仕上げ施工（鋼製下地工事作業）
　　研削といし（高速砥石切断機の刃）の取替え等の作業に係る特別教育
⑤　とび（とび作業）３級
　　足場の組立て等特別教育

⑿　技能検定学科試験における関係法令、JIS 等の各種規格等の記載に基づく出題については、原則として、令
和元年 10 月 1 日時点で施行されている内容に基づくものとします。ただし、職種（作業）ごとに、実作業の
現場における普及状況等を勘案し、一般的に使用されている従前の施行内容に基づく場合もあります。

5　試験の通知
　　実技試験及び学科試験の実施については、試験日時、試験場、その他注意事項等を記載した受検票で事前に通知します。
　　受検者の都合による変更はできません。
　　受検にあたっては、受検票を必ず持参して下さい。
　　※受検申請後に住所、氏名等が変更した方は静岡県職業能力開発協会にご連絡下さい。
　　※受検票は７月上旬までに送付しますので、届かない場合は、必ずご連絡下さい。

6　結果発表
　8 月 28 日付（「金属熱処理」を除く３級受検者）、10 月 2 日付の郵送で受検者全員に通知します。
　⑴　合格の場合

「合格者」は発表日に、県庁本館玄関及び静岡県職業能力開発協会に合格者（受検番号）を掲示するとと
もに、静岡県公式ホームページに掲載します。また、合格証書を受領する日時と場所を通知します。

　　　※なお、旧字を使用した氏名等は常用漢字にて対応させていただく場合がありますのでご承知おき下さい。
　　  　（注） 　  「合格者」とはいずれかに該当する方をいいます。

イ　実技試験及び学科試験の両方とも合格した方。
ロ　実技試験が免除された方で、学科試験に合格した方。
ハ　学科試験が免除された方で、実技試験に合格した方。
ニ　実技試験及び学科試験とも免除された方。

　⑵　実技・学科試験のいずれか一方に合格した場合
実技試験又は学科試験のいずれか「一方に合格した方」には、静岡県職業能力開発協会から「実技試験
の合格」又は「学科試験の合格」を通知します。
なお、この合格通知書は、今後技能検定を受検する場合、免除資格の証明となりますので、大切に保管して下さい。

　⑶　不合格の場合
　　　上記の⑴及び⑵に該当しない不合格の方にも通知します。
　⑷　インターネット上での合格者確認方法
　　　静岡県公式ホームページ（https://www.pref.shizuoka.jp/）➡資格・試験を検索（※10時発表予定）

7　個人情報の取扱いについて
　　受検申請書、内訳書に記載された情報は、当該試験実施に係ること以外に使用することはありません。
　　但し、個人情報の取り扱い承諾書を提出いただいた方は、承諾いただいた範囲で使用させていただきます。
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受 検 対 象 者

特　　級 1　　　級 2　　　級
３   　

級

単
一
等
級

１
級
合
格
後

２
級
合
格
後

３
級
合
格
後

３
級
合
格
後

実 務 経 験 の み

5

7

2 4

2

0

0 ※ 7 3
専門高校卒業 ※１
専修学校（大学入学資格付与課程に限る）卒業 6 0 0 1

短大・高専・高校専攻科卒業 ※２
専修学校（大学編入資格付与課程に限る） 卒業 5 0 0 0

大学卒業 ※１
専修学校（大学院入学資格付与課程に限る）卒業 4 0 0 0

専修学校 ※２又は
各種学校卒業（厚生労働大臣が
指定したものに限る。）

800h以上 6 0 0 ※ 8 1
1,600h以上 5 0 0 ※ 8 1
3,200h以上 4 0 0 ※ 8 0

短期課程の普通職業訓練修了 ※３ 700h以上 6 0 0 ※ 5 1

普通課程の普通職業訓練修了 ※３
2,800h未満 5 0 0 1
2,800h以上 4 0 0 0

専門課程又は特定専門課程の高度職業訓練修了 ※３ 3 1 2 0 0 0
応用課程又は特定応用課程の高度職業訓練修了 1 0 0 0
長期課程又は短期養成課程の指導員養成訓練修了 1 ※ 4 0 ※ 4 0 0
職業訓練指導員免許取得 1 — — — 0
長期養成課程の指導員養成訓練修了 0 0 0 0 0

ٕೳݕఆͷडݕʹඞཁͳ࣮຿ݧܦ೥਺

（※ 6）

（単位　年）

ड ݕ ࢿ ֨
　 受検資格は当該検定職種に関する実務経験が必要ですが、ݕఆ৬छʹؔ͢Δֶ ɾྺ৬܇ۀ࿅ྺͷ͋Δํٴͼࢦಋһ໔ڐऔ
ಘऀ͸ɺ࣮຿ݧܦ೥਺が短縮されています。（実務経験年数を算出する場合は、卒業証書、修了証書、免許証、合格証書等の
交付年月日を起算日とする。）

˞ɹۀ࡞ʹΑͬͯ໔ڐຢ͸ٕೳߨशमྃূɺಛผڭҭमྃূ໌ॻ౳Λܞଳ͍ͯ͠ͳ͚Ε͹डݕͰ͖ͳ͍΋ͷ΋͋Γ·͢ɻ
ɹɹৄࡉ͸ɺ�ϖʔδΛࢀরͯ͠Լ͍͞ɻ
˞ɹड֨ࢿݕͷ࣮຿ݧܦ೥਺ʹ͍ͭͯ͸ɺਃ੥ड෇࠷ऴ೔ͷྩ࿨2೥�݄��೔Λج४೔ͱͯ͠͝൑அԼ͍͞ɻ
˞ɹߴଔɺେଔऀͰ͋ͬͯ΋ݕఆ৬छʹؔ࿈ͷͳֶ͍Պͷमྃऀ͸্هදதͷʮ࣮຿ݧܦͷΈʯͷݧܦ೥਺͕ඞཁͱͳΓ·͢ɻ
˞ɹड֨ࢿݕʹ͍ͭͯෆ໌ͳ఺͸ɺ੩Ԭݝ৬ۀೳྗ։ൃڠձ·Ͱ͓໰͍߹ͤԼ͍͞ɻ
˞ɹݕఆ৬छʹؔ͢ΔֶՊ͸�ϖʔδΛࢀরͯ͠Լ͍͞ɻ
˞ɹઐ໳ֶߍ͸ֶࡏதͷؒظΛ࣮຿ݧܦͱΈͳͤΔ৔߹͕͋ΔͷͰ͓໰͍߹ΘͤԼ͍͞ɻ

※1： 学校教育法による大学、短期大学又は高等学校と同等以上と認められる外国の学校又は他法令学校を卒業した者並びに独
立行政法人大学改革支援・学位授与機構により学士の学位を授与された者は学校教育法に基づくそれぞれのものに準ずる。

※2：大学入学資格付与課程、大学編入資格付与課程及び大学院入学資格付与課程の専修学校を除く。
※3： 職業訓練法の一部を改正する法律（昭和53年法律第40号）の施行前に、改正前の職業訓練法に基づく高等訓練課程又は特

別高等訓練課程の養成訓練を修了した者は、それぞれ改正後の職業能力開発促進法に基づく普通課程の普通職業訓練又
は専門課程の高度職業訓練を修了したものとみなす。また、職業能力開発促進法の一部を改正する法律（平成4年法律第67
号）の施行前に、改正前の職業能力開発促進法に基づく専門課程の養成訓練を修了した者は、専門課程の高度職業訓練を
修了したものとみなし、改正前の職業能力開発促進法に基づく普通課程の養成訓練又は職業転換課程の能力再開発訓練

（いずれも800時間以上のものに限る。）を修了した者はそれぞれ改正後の職業能力開発促進法に基づく普通課程又は短期
課程の普通職業訓練を修了したものとみなす。

※4： 短期養成課程の指導員訓練の修了者については、訓練修了後に行われる能力審査（職業訓練指導員試験に合格した者と同
等以上の能力を有すると職業能力開発総合大学校の長が認める審査）に合格しているものに限る。

※5：総訓練時間が700時間未満のものを含む。
※6： 3級技能検定については、上記のほか、検定職種に関する学科に在学する者及び検定職種に関する訓練科において職業訓

練を受けている者、工業高等学校に在籍する者等であって、かつ、工業高等学校の教員等による検定職種に係る講習を受
講し当該講習の責任者から職能検定試験受検に際して安全衛生上の問題がないと判定された者等も受検できる。

※7：検定職種に関し実務の経験を有する者について、受検資格を認めることとする。
※8：当該学校が厚生労働大臣の指定を受けたものであるか否かに関わらず、受検資格を付与する。
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対　　象　　者
技能検定試験の免除の範囲

備考
特　級 １　級 ２　級 ３　級 単一等級

特 級
実 技 試 験 の み 合 格 実技の全部 - - - - ※１
学 科 試 験 の み 合 格 学科の全部 - - - - ※１

１ 級
技 能 検 定 合 格 - 学科の全部 -
実 技 試 験 の み 合 格 - 実技の全部 - ※２
学 科 試 験 の み 合 格 - 学科の全部 - ※２

２ 級
技 能 検 定 合 格 - - 学科の全部 -
実 技 試 験 の み 合 格 - - 実技の全部 - ※２
学 科 試 験 の み 合 格 - - 学科の全部 - ※２

３ 級
技 能 検 定 合 格 - - - 学科の全部 -
実 技 試 験 の み 合 格 - - - 実技の全部 - ※２
学 科 試 験 の み 合 格 - - - 学科の全部 - ※２

単 一 等 級
技 能 検 定 合 格 - - - - 学科の全部
実 技 試 験 の み 合 格 - - - - 実技の全部 ※２
学 科 試 験 の み 合 格 - - - - 学科の全部 ※２

対　　　象　　　者
技能検定試験の免除の範囲

備考
特　級 １　級 ２　級 ３　級 単一等級

指導員試験合格又は指導員免許取得 - 学科の全部 学科の全部

応用課程の高度職業訓練における技能照
査合格

技能照査合格後 5　年 学科の全部 学科の全部
実務経験年数 ２　年 - 学科の全部 学科の全部

- - 学科の全部 学科の全部

専門課程の高度職業訓練における技能照
査合格

技能照査合格後 ４　年 - 学科の全部 学科の全部
実務経験年数 １　年 - - 学科の全部 学科の全部

- - 学科の全部 -

普通課程の普通職業訓練における技能照
査合格

技能照査合格後２年（2,800 時間以上な
ら１年）の実務経験 - - 学科の全部 学科の全部

- - 学科の全部 -

短期課程の普通職業訓練について修了時
試験合格かつ修了

１ 級 技 能 士 コ ー ス - 学科の全部 -
２ 級 技 能 士 コ ー ス - - 学科の全部 -
単 一 等 級 技 能 士 コ ー ス - - - - 学科の全部

中央技能検定委員２年以上 - 実技の全部及び学科の全部
実技の全部
学科の全部

都道府県技能検定委員２年以上 - 実技の全部 実技の全部

技能五輪全国大会における技能証 - 実技の全部 - - 実技の全部
技能五輪地方大会における技能証 - - 実技の全部 - ※

全国障害者技能競技大会
実技部門の技能証 - - 実技の全部 - ※
学科部門の技能証 - - 学科の全部 - ※

対　　　象　　　者
技能検定試験の免除の範囲

備考
特　級 １　級 ２　級 ３　級 単一等級

製菓衛生師法による製菓衛生師試験に合格した者 - 菓子製造職種に係る学科試験のうち食品一
般及び菓子一般 - -

建築士法による１級建築士試験若しくは２級建築士
試験に合格した者又は１級建築士若しくは２級建築
士の免許を受けた者

- 建築大工職種及びブロック建築職種に係る学
科試験の全部 - 枠組壁建築職種に係る学

科試験の全部

建築士法による木造建築士試験に合格した者又は木
造建築士の免許を受けた者 - 建築大工職種に係る学科試験の全部 - 枠組壁建築職種に係る学

科試験の全部

東京商工会議所が行う和裁
の技能検定

１級の技能検定 - 和裁職種に係る実技試験の全部 - -

２級の技能検定 - - 和裁職種に係る実技
試験の全部 - -

⑴技能検定関係（同一の検定職種に限る。）

⑵職業能力開発行政関係（検定職種に関する訓練科又は免許職種に限る。）

⑶他法令等関係

免 除 資 格

※１：実技試験又は学科試験に合格した日から５年間（最終年にあっては年度終わりまで）有効　※２：選択科目のある検定職種の場合には、同一の選択科目に限る。
  注：免除資格の特例を下部に記載してあります。

※：有効期限が過ぎた技能証であっても有効

「検定職種に関する」の範囲については、
厚生労働省ホームページ https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/shokugyounouryoku/ability_skill/ginoukentei/kansuru.htmlをご覧ください。

◎免除資格の特例
　２以上の作業を有する検定職種にあっては、２以上の作業に共通する学科試験を実施しているものがあります。この場合、いずれか１つの作業の学科試験に合格すれば、
他の共通試験問題の作業はすべて学科試験が免除になります。
　平成19年度以前に、数値制御旋盤作業、数値制御フライス盤作業、数値制御ボール盤作業、マシニングセンタ作業のいずれかの学科試験に合格した場合は、平成20年
度以降の受検申請において、当該4作業のすべての学科試験が免除の対象となります。
　下表において、「学科試験共通作業」の同じ枠内にあるものは、学科試験問題が共通です。

検 定 職 種 学　科　試　験　共　通　作　業 検 定 職 種 学　科　試　験　共　通　作　業

前　

期
機 械 加 工

普通旋盤作業、数値制御旋盤作業、立旋盤作業

後　

期

婦 人 子 供 服 製 造
婦人子供既製服パターン
メーキング作業、
婦人子供既製服縫製作業

フライス盤作業、数値制御フライス盤作業
平面研削盤作業、円筒研削盤作業、心無し研削盤作業
ボール盤作業、数値制御ボール盤作業 鉄 筋 施 工 鉄筋施工図作成作業、鉄筋組立て作業
横中ぐり盤作業、ジグ中ぐり盤作業 テクニカルイラストレーション テクニカルイラストレーション手書き作業、

テクニカルイラストレーション CAD 作業平面研削盤作業、数値制御平面研削盤作業、円筒研削盤作業、数値制御円筒研削盤作業、心なし研削盤作業
ホブ盤作業、数値制御ホブ盤作業、歯車型削り盤作業、かさ歯車歯切り盤作業 機 械・ プ ラ ン ト 製 図 機械製図手書き作業、

機械製図 CAD 作業ダイカスト ホットチャンバダイカスト作業、コールドチャンバダイカスト作業
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学　科　名 関 連 す る 技 能 検 定 職 種

園　 芸　 科 園芸装飾、フラワー装飾

造 園 科 造園

や 金 科 金属溶解、鋳造、金属熱処理、粉末冶金、ダイカスト

金 属 工 業 科
金属溶解、鋳造、鍛造、金属熱処理、粉末冶金、鉄工、
めっき、アルミニウム陽極酸化処理、金属ばね製造、
ダイカスト、金属材料試験

機 械 科

金属溶解、鋳造、鍛造、金属熱処理、粉末冶金、機械
加工、放電加工、金型製作、金属プレス加工、鉄工、
建築板金、工場板金、金属ばね製造、仕上げ、切削工
具研削、機械検査、ダイカスト、機械保全、電子回
路接続、半導体製品製造、産業車両整備、鉄道車両製 
造・整備、時計修理、光学機器製造、複写機組立て、
空気圧装置組立て、油圧装置調整、縫製機械整備、建
設機械整備、農業機械整備、機械木工、木型製作、プ
ラスチック成形、配管、自動ドア施工、テクニカルイ
ラストレーション、機械・プラント製図、金属材料試
験、産業洗浄

造 船 科 鉄工、鉄道車両製造・整備、配管、熱絶縁施工

工 業 化 学 科
めっき、アルミニウム陽極酸化処理、プラスチック成
形、強化プラスチック成形、熱絶縁施工、機械・プラ
ント製図、化学分析、産業洗浄

化 学 工 学 科 めっき、アルミニウム陽極酸化処理、熱絶縁施工、
機械・プラント製図、化学分析

電 気 科

金属ばね製造、機械保全、電子回路接続、電子機器組
立て、電気機器組立て、半導体製品製造、プリント配
線板製造、自動販売機調整、鉄道車両製造・整備、時
計修理、複写機組立て、プラスチック成形、自動ドア
施工、テクニカルイラストレーション、電気製図、舞
台機構調整

電 子 科

金属ばね製造、電子回路接続、電子機器組立て、電気
機器組立て、半導体製品製造、プリント配線板製造、
自動販売機調整、時計修理、複写機組立て、自動ドア
施工、舞台機構調整

被 服 科 縫製機械整備、婦人子供服製造、紳士服製造、和裁、
寝具製作、帆布製品製造、布はく縫製

設 備 科 冷凍空気調和機器施工、熱絶縁施工

設 備 工 業 科 厨房設備施工

建 築 科

鉄工、建具製作、石材施工、建築大工、枠組壁建築、
かわらぶき、とび、左官、築炉、ブロック建築、エー
エルシーパネル施工、タイル張り、配管、型枠施工、
鉄筋施工、コンクリート圧送施工、防水施工、樹脂接
着剤注入施工、内装仕上げ施工、熱絶縁施工、カーテ
ンウォール施工、サッシ施工、自動ドア施工、バルコ
ニー施工、ガラス施工、ウェルポイント施工、テクニ
カルイラストレーション、塗装

学　科　名 関 連 す る 技 能 検 定 職 種

工 芸 科
機械木工、家具製作、建具製作、表装、塗装、広告美
術仕上げ、商品装飾展示

印 刷 科 製版、印刷、製本

菓 子 科 パン製造、菓子製造

発 酵 科 みそ製造、酒造

土 木 科
さく井、鉄工、石材施工、型枠施工、鉄筋施工、コン
クリート圧送施工、ウェルポイント施工、産業洗浄

金 属 工 芸 科 貴金属装身具製作

写 真 科 写真

木 材 加 工 科 切削工具研削

塗 装 科 塗装、路面標示施工、塗料調色

農 業 科 学 科 製麺、みそ製造、化学分析

畜 産 科 ハム・ソーセージ・ベーコン製造

地 学 科 さく井

自 動 車 科 鉄道車両製造・整備、内燃機関組立て

食 品 化 学 科 製麺

食 品 科 製麺

金 属 工 学 科 機械・プラント製図、産業洗浄

溶 接 工 学 科 機械・プラント製図

美 術 科 商品装飾展示

デ ザ イ ン 科 広告美術仕上げ、商品装飾展示

金 属 科 ロープ加工

水 産 製 造 科 水産練り製品製造

物 理 学 科 光学機器製造

紡 織 科 ニット製品製造

染 色 染色

窯 業 科 陶磁器製造

陶 磁 器 科 陶磁器製造

理学療法学科 義肢・装具製作

造 形 科 商品装飾展示

ビ ル 管 理 科 ビル設備管理

検定職種に関する学科一覧表
　高等学校、短期大学及び大学等の検定職種に関する学科は、下表のとおりです。
　これらの学校において関連学科に在学中の方は、３級技能検定の受検資格を得ることができます。

〔 参　考　資　料 〕

※上表については、当協会が実施しない職種も含まれています。

−6 −



職種番号 検  定  職  種 作業番号 作　　業　　名 学　科
試験日

実 技 試 験 日
製作等

作業試験 判断等試験 計画立案等作業
試験

ɹɹɹ��w�2ڃ�ɹɹʢ��৬छۀ࡞��ʣ
1 0 3 園 芸 装 飾 0 1 0 室内園芸装飾作業 9/ 6 AM ○ — —
0 6 2 造 園 0 1 0 造園工事作業 8/23 AM ○ ○ —
0 0 3 鋳 造 0 1 0 鋳鉄鋳物鋳造作業 9/ 6 AM ○ — — ◦

0 0 5 金 属 熱 処 理
0 1 0 一般熱処理作業

8/23 AM
○

1 級のみ
○ 8/30
2 級のみ

○ 8/23 PM ◦0 2 0 浸炭・浸炭窒化・窒化処理作業
0 3 0 高周波・炎熱処理作業

0 9 1 粉 末 冶 金 0 2 0 焼結作業 8/30 AM ○ ○ 8/30 PM ○ 8/30 PM ◦

0 0 6 機 械 加 工

0 1 0 普通旋盤作業

8/30 AM

○ — —
2 0 0 数値制御旋盤作業 ○ — ○ 8/30 PM ◦
0 4 0 フライス盤作業 ○ — —
2 1 0 数値制御フライス盤作業 ○ — ○ 8/30 PM ◦
1 2 0 平面研削盤作業 ○ — — ◦
1 3 0 円筒研削盤作業 ○ — — ◦
1 5 0 ホブ盤作業 ○ — — ◦
2 3 0 マシニングセンタ作業 — ○ ○ 8/30 PM
2 4 0 精密器具製作作業 〇 — — ◦

0 9 5 放 電 加 工
0 2 0 数値制御形彫り放電加工作業

9/ 6 AM
○ — ○ 9/ 6 PM

1 級のみ
◦

0 3 0 ワイヤ放電加工作業 ○ — ◦
0 0 7 金属プレス加工 0 1 0 金属プレス作業 8/23 AM ○ — ○ 8/23 PM ◦ ▲

0 0 8 鉄 工
0 1 0 製缶作業

8/30 AM
○ — — ◦

0 2 0 構造物鉄工作業 ○ — — ◦

1 2 2 建 築 板 金 
0 1 0 内外装板金作業

9/ 6 PM
○ — —

0 2 0 ダクト板金作業 ○ — —

1 2 3 工 場 板 金
0 1 0 曲げ板金作業

9/ 6 PM
○ — — ◦

0 2 0 打出し板金作業 ○ — — ◦

0 1 2 仕 上 げ
0 1 0 治工具仕上げ作業

9/ 6 AM
○ — —

0 2 0 金型仕上げ作業 ○ — —
0 3 0 機械組立仕上げ作業 ○ — —

1 4 6 切 削 工 具 研 削 0 1 0 工作機械用切削工具研削作業 9/ 6 PM ○ — — ◦
0 1 4 ダ イ カ ス ト 0 2 0 コールドチャンバダイカスト作業 8/30 AM ○ — ○ 8/30 PM ◦
0 1 5 電子機器組立て 0 1 0 電子機器組立て作業 8/30 PM ○ — —

0 1 6 電気機器組立て
0 2 0 変圧器組立て作業

9/ 6 AM
○ — ○ 9/ 6 PM ◦

0 3 0 配電盤・制御盤組立て作業 ○ — — ▲
1 6 6 産 業 車 両 整 備 0 1 0 産業車両整備作業 8/23 PM ○ — —

1 6 0 鉄道車両製造・整備

0 1 0 機器ぎ装

9/ 6 AM

〇 — —
0 2 0 内部ぎ装作業 ○ — —
0 3 0 配管ぎ装作業 ○ — —
0 4 0 電気ぎ装作業 ○ — ○ 9/ 6 PM

1 級のみ

0 6 8 建 設 機 械 整 備 0 1 0 建設機械整備作業 8/30AM ○ — ○ 8/30 PM
0 2 5 婦人子供服製造 0 1 0 婦人子供注文服製作作業 8/30 PM ○ — —

1 級のみ

೔ࢪख਺ྉɾ࣮ݕ৬छɾडࢪ࣮
˞ɹ�࣮ ʹʣۀ࡞ೖ͕ͳ͍৬छʢهఆ೔ͷࢦ೔ͷཝʹ˓ҹͰݧࢼٕ ͍ͭͯ͸ɺ̒ ݄�೔ʢ݄ʣ͔ Β݄̕��೔ʢ೔ʣ·Ͱɺۚ ଐ೤ॲཧΛ

আ̏͘ڃ৬छʹ͍ͭͯ͸ɺ̔ ݄9೔ʢ೔ʣ·Ͱͷؒͷࢦఆ͢Δ೔ʹ࣮͠ࢪ·͢ɻ
⿟ʜ�࣮ ͨ·౳ʣͱͳΓ·͢ɻߍॴʢֶۀࣄͷॴଐऀݕʣձ৔ʹ͍ͭͯ͸ɺडݧࢼۀ࡞౳࡞ʢ੡ݧࢼٕ ɺ܎ݧࢼһʹ͍ͭͯ΋͝ ྗڠ

͍ͨͩ ·͖͢ ɻ࣮ࢪͷՄ൱Λࣄલʹ֬͝ೝԼ͍͞ ɻৄࡉ͸ɺ౰ڠձ΁͓໰͍߹ΘͤԼ͍͞ ɻ
˛ʜநબͷՄೳੑ͕ Δ͋৬छʢۀ࡞ʣ
※検定職種のうち一部（太枠  ）の作業については学科試験がڞ௨となります。
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職種番号 検  定  職  種 作業番号 作　　業　　名 学　科
試験日

実 技 試 験 日
製作等

作業試験 判断等試験 計画立案等作業
試験

1 2 4 家 具 製 作
0 1 0 家具手加工作業

8/30 PM
○ — —

0 2 0 家具機械加工作業 ○ — —

1 2 5 建 具 製 作 0 1 0 木製建具手加工作業 8/30 PM ○ — —

0 3 5 印 刷 0 2 0 オフセット印刷作業 8/30 PM ○ — —

0 3 7 プラスチック成形
0 2 0 射出成形作業

8/23 PM
○ — — ▲

0 3 0 インフレーション成形作業 ○ — — ●

0 9 8 強化プラスチック成形 0 1 0 手積み積層成形作業 9/ 6 PM ○ — —

1 5 0 石 材 施 工
0 2 0 石張り作業

9/ 6 ＡＭ
○ — —

0 3 0 石積み作業 ○ — —

0 4 0 と び 0 1 0 とび作業 8/23 PM ○ — —

0 4 1 左 官 0 1 0 左官作業 8/30 PM ○ — —

0 4 2 築 炉 0 1 0 築炉作業 8/23 PM ○ — —

0 4 3 ブ ロ ッ ク 建 築 0 1 0 コンクリートブロック工事作業 9/ 6 PM ○ — —

0 4 4 タ イ ル 張 り 0 1 0 タイル張り作業 9/ 6 AM ○ — —

0 4 5 畳 製 作 0 1 0 畳製作作業 8/30 PM ○ — —

0 8 6 防 水 施 工

0 2 0 ウレタンゴム系塗膜防水工事作業

8/23 PM

○ — — ▲

0 3 0 アクリルゴム系塗膜防水工事作業 ○ — —

0 7 0 シーリング防水工事作業 ○ — —

1 0 0 FRP 防水工事作業 ○ — — ▲

1 1 0 改質アスファルトシート常温
粘着工法防水工事作業 ○ — — ▲

1 5 2 内装仕上げ施工

0 1 0 プラスチック系床仕上げ工事作業

8/30 AM

○ — —

0 3 0 鋼製下地工事作業 ○ — —

0 4 0 ボード仕上げ工事作業 ○ — —

0 6 0 木質系床仕上げ工事作業 ○ — —

0 7 0 化粧フィルム工事作業 ○ — —

0 4 9 熱 絶 縁 施 工 0 1 0 保温保冷工事作業 9/ 6 AM ○ — —

1 0 2 サ ッ シ 施 工 0 1 0 ビル用サッシ施工作業 8/23 AM ○ — — ▲

0 5 6 化 学 分 析 0 1 0 化学分析作業 8/23 AM ○ 8/30 — ○ 8/23 PM
1 級のみ ◦

0 5 9 表 装 0 2 0 壁装作業 9/ 6 AM ○ — —

0 6 0 塗 装

0 1 0 木工塗装作業

8/23 AM

○ — —

0 2 0 建築塗装作業 ○ — —

0 3 0 金属塗装作業 ○ — — ▲

0 5 0 噴霧塗装作業 ○ — — ▲

1 3 7 商 品 装 飾 展 示 0 1 0 商品装飾展示作業 8/30 AM ○ 8/23 AM — —

1 1 9 フ ラ ワ ー 装 飾 0 1 0 フラワー装飾作業 9/ 6 PM ○ — —

ɹɹɹ୯Ұ౳ڃʢ2৬छ2ۀ࡞ʣɹ

1 1 7 枠 組 壁 建 築 0 1 0 枠組壁工事作業 9/ 6 AM ○ — ○ 9/ 6 PM

1 1 1 塗 料 調 色 0 1 0 調色作業 9/ 6 PM ○ — — ◦
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職種番号 検  定  職  種 作業番号 作　　業　　名 学　科
試験日

実 技 試 験 日
製作等

作業試験 判断等試験 計画立案等作業
試験

ɹɹɹ�ɹɹڃɹʢ��৬छ2ۀ࡞�ʣ

1 0 3 園 芸 装 飾 0 1 0 室内園芸装飾作業 7/12 AM ○ — —

0 6 2 造 園 0 1 0 造園工事作業 7/12 PM ○ ○ —

0 0 3 鋳 造 0 1 0 鋳鉄鋳物鋳造作業 7/12 PM ○ ○ — ◦

0 0 5 金 属 熱 処 理

0 1 0 一般熱処理作業

8/23 AM — ○ 8/30 ○ 8/23 PM0 2 0 浸炭・浸炭窒化・窒化処理作業

0 3 0 高周波・炎熱処理作業

0 0 6 機 械 加 工

0 1 0 普通旋盤作業

7/12 AM

○ — —

2 0 0 数値制御旋盤作業 ○ — — ◦

0 4 0 フライス盤作業 ○ — —

1 2 0 平面研削盤作業 ○ — — ◦

2 3 0 マシニングセンタ作業 ○ — — ◦

1 2 3 工 場 板 金
0 1 0 曲げ板金作業

7/12 PM
○ — — ◦

0 2 0 打出し板金作業 ○ — — ◦

0 1 2 仕 上 げ 0 3 0 機械組立仕上げ作業 7/12 PM ○ — —

0 1 3 機 械 検 査 0 1 0 機械検査作業 7/12 PM ○ — —

0 1 5 電子機器組立て 0 1 0 電子機器組立て作業 7/12 AM ○ — —

0 3 8 建 築 大 工 0 1 0 大工工事作業 7/12 PM ○ — —

0 4 0 と び 0 1 0 とび作業 7/12 AM ○ — —

0 4 1 左 官 0 1 0 左官作業 7/12 AM ○ — —

0 4 3 ブ ロ ッ ク 建 築 0 1 0 コンクリートブロック工事作業 7/12 AM ○ — —

0 5 6 化 学 分 析 0 1 0 化学分析作業 7/12 AM ○ — — ◦

0 6 0 塗 装 0 3 0 金属塗装作業 7/12 PM ○ — — ◦

1 3 7 商 品 装 飾 展 示 0 1 0 商品装飾展示作業 7/12 AM ○ — —

1 1 9 フ ラ ワ ー 装 飾 0 1 0 フラワー装飾作業 7/12 PM ○ — —

໰୊ͷ֓ཁݧࢼٕ࣮
･概要については、ホームページ上で確認することができます。
 「中央職業能力開発協会」で検索してご確認下さい。
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令和元年度後期より静岡県手数料徴収条例が改正され実技手数料が改正されました。
※全職種一律の金額となります。

ڃ ೥ྸ ख਺ྉݧࢼٕ࣮ ֶՊݧࢼख਺ྉ ܭ
特級・1 級・単一等級 全年齢 18,200 円

3,100 円

21,300 円

2 級
35 歳以上 18,200 円 21,300 円
35 歳未満 9,200 円 12,300 円

3 級

35 歳以上の在校生以外 18,200 円 21,300 円
35 歳以上の在校生 12,100 円 15,200 円
35 歳未満の在校生以外 9,200 円 12,300 円
35 歳未満の在校生 3,100 円 6,200 円

・３５歳未満とは次のいずれにも該当する方です。
⑴令和2年４月１日において３５歳に達していないもの。
⑵出入国管理及び難民認定法（昭和26年政令第319号）別表第1の上欄の在留資格を持って在留する者以外の者。
・在校生とは大学、短期大学、高等専門学校、専門学校（厚生労働大臣指定校）、職業訓練校等に在学中の方です。但し、認

定訓練校において短期間の訓練課程を受けている方及び就業している方は在校生に該当いたしません。
・受検手数料は非課税です。

ड ݕ ख ਺ ྉ
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射出成形作業受検申請の注意事項
射出成形作業の実技試験を受検申請する方は必ず下記事項をご確認ください。

①受検申請は静岡県在住の方優先ですので、他県在住の方の受検申請はご遠慮ください。
②申請書送付の際、封筒の表には「射出成形作業受検申請書在中」と必ず明記してください。
③実技試験受検を希望する会場を、受検申請書の右下に必ず記載してください。試験会場は下記を参照ください。
④希望者が定員を超えた場合は抽選を実施します。
⑤受検申請締め切り日は4/17（金）ですが、なるべく早く受検申請していただきたくお願い申し上げます。例年、射出成形作業は

受検申請者が多く、抽選を実施して受検者を確定させている為、会場別希望者数の把握が急務となります。
１日でも早く受検者を確定し、申請者の皆様にご迷惑とならないよう務めておりますので、ご理解、ご協力をよろしくお願い致します。

実技試験会場 使　用　設　備 定　員
川口鉄工㈱ （掛川市上土方落合536） KXE100（川口鉄工㈱製） 40名
東芝機械㈱※ （沼津市大岡2068-3） EC100SXⅢ-3A（東芝機械㈱製） 1級：50名 ／ 2級：50名
静岡県職業能力開発協会実習場（静岡市駿河区西脇687-1） EC100SXⅡ-3A（東芝機械㈱製） 2級のみ：10名

受検申請書　提出に際しての注意事項
※申請書提出の前に必ずお読みください

所属事業所で実技試験が実施できない場合、受検申請書は受理できません。

※受検申請される企業、学校等のご担当者様へ
　例年、当該職種（作業）の実技試験受検を申請された企業、学校等から実技試験会場や実技試験（採点を含む）を担当
していただく試験係員のご協力をいただいております。試験会場、試験係員のご協力がいただけない場合は、当該事業所
からの受検申請をご遠慮いただきますので、ご承知おきください。

①受検手数料に間違いがないか確認 してください。
	 	 	 ➡ 受検区分、年齢（減免の有無）、等級 など
②受検資格に不足がないか確認 してください。
	 	 	 ➡ 実務経験年数、関連学科卒業の有無 など
③受検申請書の学歴欄と職歴欄が空白のままでないことを確認 してください。
	 	 	 未記入の場合、受検申請書は受理できません。

④受検申請書に顔写真（2枚）が添付されているか確認 してください。
	 	 	 添付が無い場合、受検申請書は受理できません。（D申請を除く）

⑤受検申請書の裏側に身分証明書の写しが糊付けされていることを確認 してください。
	 	 	 糊付けされていない場合、受検申請書は受理できません。

⑥P.7～9 枠外に●がある職種を受検希望の方は、所属事業所での実技試験実施の可否について確認 
　ください。また、はじめて申請する場合は当協会にご相談ください。
  （試験係員のご協力もしていただきますので、ご承知おきください。P19の選任基準をご確認ください。）

※4月1日に芝浦機械㈱に社名変更となります。
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複数作業を受検することは可能ですか。

ಉ࣌に 2 職छ（࡞業）Ҏ্डݕਃ੥すΔこͱはݪଇͱしͯでき·ͤんɻ

試験日、試験会場は決まっていますか。

ਃ੥࣌にはɺશࠃ౷Ұ࣮ࢪのݧࢼ೔（学科ٴݧࢼͼҰ෦の࣮ٕݧࢼ）Ҏ֎にͭいͯはܾ·ͬͯい·ͤんɻ
ථにͯ௨஌いたし·すɻݕはडࡉձ৔のৄݧࢼ೔ɺݧࢼ

受検票の試験日程の都合が悪い場合（体調不良、慶弔、仕事、学校行事等）は変更が可能ですか。

डऀݕの౎߹にΑΔݧࢼ೔ఔのมߋはでき·ͤんɻ·たɺฦۚ΍ཌ೥΁の܁ΓӽしରԠ΋でき·ͤんɻ
できない৔߹はܽ੮ͱしͯऔΓѻい·すɻݕ౰೔にडݧࢼ

受検の為の講習会は静岡県職業能力開発協会で実施していますか。

౰ڠձではडݕのҝのߨशձは࣮ࢪしͯおΓ·ͤんɻҰ෦の職छにͭいͯは業քஂମ͕࣮ࢪしͯいΔ৔߹
͕͋Γ·すɻ

学科試験、実技試験のいずれか一方に合格した場合の有効期限はいつまでですか。

ಛڃにͭいͯはɺ߹֨೔ΑΓ 5 ೥ؒの༗ޮ͕͋ݶظΓ·すɻͦのଞのڃにͭいͯは੍౓͕มߋになΒない
·のূॻͱなΓ֨ࢿに໔আࡍすΔݕडޙࠓ௨஌はɺ֨߹ݧࢼɺ学科ݧࢼは͋Γ·ͤんɻ࣮ٕݶظΓ༗ޮݶ
すのでେ事にอ؅しͯくださいɻ

学科試験、実技試験の一部合格通知を紛失しました。受検申請の際、免除を受けたいがどのような
手続きが必要ですか。

静岡県で߹֨したɺҰ෦߹֨௨஌は࠶発͕ߦՄ能ですɻୠしɺडݕਃ੥ड෇ؒظதの࠶発ߦのରԠはகし
かͶ·すのでਃ੥開࢝લ·でに౰ڠձ·で͝࿈བྷくださいɻ
ଞ県で߹֨したҰ෦߹֨௨஌は౰ڠձでは࠶発ߦでき·ͤんɻ߹֨した౎ಓ෎県ڠձ΁௚઀お໰い߹Θͤ
くださいɻ

合格証書を紛失してしまいました。再発行の手続きを教えてください。

߹֨ূॻの࠶発ߦは静岡県࢈ࡁܦ業෦職業能力開発՝にͯखଓき͕でき·すɻ静岡県のϗʔϜϖʔδに記
রくださいɻࢀΓ·すので͕͋͝ࡌ

　アドレス　http://www.pref.shizuoka.jp/sangyou/sa-230/ginou/ginou_kentei.html

Α͋͘Δ࣭͝໰
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　Ｐ14.15の申請書記載例とあわせてごらんください。
　受検申請書は必ず本人が正確に記入してください。

डݕਃ੥ॻྨͷํࡌه๏ͱྫࡌه

ථʢ̥��ʣࠨ

ӈථʢ̥��ʣ

①　受検する級を記入してください。
②　受検申請日…ਃ੥ॻのఏग़೔（4 ݄ 6 ೔ʙ 17 ೔·で）Λ記入しͯくださいɻ

③　受 検 区 分…डݕすΔ区෼の਺ࣈにʓΛͭけͯくださいɻ

④　職種番号、職種名、作業番号、作業名…डݕҊ಺̥ 7 ʙ 9 Λࢀরしਖ਼֬に記入しͯくださいɻ

⑤　職　歴…現在の΋のかΒॱにɺडݕすΔ࡞業にؔすΔ職ྺΛ記入し在੶ؒظの߹ܭΛ記入しͯくださいɻ　
　　職຿಺༰の欄にはݕఆ職छͱؔΘΓの͋Δ಺༰Λ記入しͯくださいɻ事業಺༰΍業຿಺༰は記入しないでくだ

　　さいɻ

　　௨ࢉの࣮຿ݧܦ೥਺͕ɺडݕにඞཁな೥਺Λຬたす·で記入しͯくださいɻなおաڈにٕ能ݕఆ߹֨（Ұ෦߹

　　֨ΛؚΉ）ΛしͯいΔ৔߹ɺͦのࡍのड֨ࢿݕ΋ຬたしͯいΔ࣮຿ݧܦΛ記ࡌしͯくださいɻ

　　※学ੜはこの欄に΋学校名ɺ所在地ɺ在੶ؒظΛ記入しͯくださいɻ職຿಺༰欄は在校ੜͱ記入しͯくださいɻ

⑥　最終学歴…学校のछྨにʓΛ෇けͯくださいɻ在学தຢはଔ業೥݄೔Λ記入しͯくださいɻ

⑦　受検資格の短縮申請…ड֨ࢿݕの࣮຿ݧܦΛ୹ॖしͯडݕすΔかたはඞずこの欄Λ記入しͯくださいɻ
　　※学ੜはඞずこの欄に学校名ɺ学科・܇࿅科ɺ所在地ɺ在学ؒظ欄Λ記入しͯくださいɻ

　　※େ学Ӄଔのํはେ学Ӄではなくେ学Λ記入しͯԼさいɻ

⑧　試験の免除…̗ɺ̘ɺ̙区෼でਃ੥すΔํはඞず記入しͯくださいɻ
　　໔আΛडけΔ֨ࢿɺऔಘ೥݄೔ɺ番߸౳Λ記入しͯくださいɻなおɺ໔আΛडけΔたΊのূ໌ॻのෳࣸΛඞず

　　ఴ෇しͯくださいɻ

⑨　職種名、作業名…̥ 7 ʙ 9 Λࢀরしਖ਼しく記入しͯくださいɻ

⑩　等級区分…डݕすΔڃΛ記入しͯくださいɻ

⑪　指定箇所に写真2枚を貼り付けてください。
　　εφοϓࣸਅの੾ΓൈきはෆՄですɻࣸਅのࢦఆαΠζはॎ 4�5 ʷԣ 4�0 ̲̼です͕ύεϙʔτͱಉαΠζの

　　ॎ 4�5 ʷԣ 3�5 ̲̼の΋ので΋Մͱし·すɻ

　　※̙区෼（࣮ٕ・学科ڞݧࢼに໔আ）のਃ੥のํはࣸਅఴ෇のඞཁは͋Γ·ͤんɻ

⑫　射出成形作業の1.2級の実技試験を受検する方は 111 ϖʔδの 3 ձ৔のうͪر๬すΔձ৔Λ記入しͯくださいɻ

⑬　フラワー装飾作業の2級（技能五輪静岡県予選）を受検する方は՝୊ 3 Λબ୒ "� ϒϥΠμϧϒʔέの੡ࢼ）࡞
ؒ࣌ݧ　　 45 ෼）かબ୒ #� ᝷Ֆの੡ؒ࣌ݧࢼ）࡞ 25 ෼）のいずΕかΛબ୒いただき·すɻͲͪΒΛબ୒すΔか

　　ඞず記入しͯԼさいɻ

⑭　協会に事前に連絡する必要がある場合記入ください。
　　 ྫɺंҜ࢖ࢠ༻なͲ

ཪ໘ʢ̥��ʣ

⑮　身分証明書添付
　　 ਎෼ূ໌ॻのෳࣸΛඞずఴ෇しͯくださいɻ
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1
令和2　　1 0  　　1 7

※ この欄には記入しないでください

0 5 4 ー ー3 4 5 9 3 7 7

0 5 4 ー ー3 4 5 2 3 9 7

0 9 0 ー ーx x x x x x x x

塗　装

塗　装

塗装科県立静岡楠高校

能力開発㈱

㈱職業能力 7

0

塗　装

5 1

4 4 0 8 8 12

4

424

4
0

2

430

静 0 0 0 1
元 9 10

3 0

43

36

4 0 8 8 12

1 1 4 4

し ず  お か

し ずおかけん し ずおかし し みずく くすのき

静　岡

静岡県静岡市清水区楠 1  6 0

静岡市清水区楠 2 丁目 3 番地

（現在） 事 業 所 ・ 学 校 名

静岡市清水区楠 1 丁目 1 番地

静岡市清水区楠 4 丁目 4 番地

太　郎
た ろ う

60 0
0 0 　

静岡　太郎

静岡県

※この欄には

　記入しないで

　ください

2
令

令 36令

令

令
429令

令

令

令

2 建　築　塗　装

建 築 塗 装

डݕਃ੥ॻࠨථͷهೖྫ
①

②
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ࣸਅථ ˗डऀݧ͸શһه入

˞ࣸਅ

ࣸਅථ ˗डऀݧ͸શһه入

職 種 ໊

作 業 ໊

等 級 ۠ ෼

受 検 ൪ ߸

（; りが な）

ࢯ ໊

（ੜ 年 ݄೔）

ॅ 所

事 業 所 ໊
学 校 ໊ 等

所 ࡏ 地

職 種 ໊

作 業 ໊

等 級 ۠ ෼

受 検 ൪ ߸

（; りが な）

ࢯ ໊

（ੜ 年 ݄೔）

5&-　　　　ʊ　　　　　ʊ

実 技 試 験
ऩ ೲ ࡁ ҹ

˟ @
年　　　݄　　　 ೔ੜত তฏ 年　　　݄　　　 ೔ੜฏ

手

　数

　料

　収

　納

年

　
　月

　撮
影

※
ࣸɹɹਅ

ॎ���ʷԣ��0ᶲ

学 科 試 験
ऩ ೲ ࡁ ҹ

※

εφοϓࣸਅの切りൈき
はෆՄ。
ॎ4.5ʷԣ3.5ᶲのࣸਅでも
Մ。　ਃ੥前�ϲ݄以಺に
Өしたਖ਼໘୤๧൒਎૾ࡱ
のものとすること。
ࣸਅのཪに、職種と໊ࢯ
を記ೖしష෇してԼさい。

年

　
　月

　撮
影

ࣸɹɹਅ
ॎ���ʷԣ��0ᶲ

εφοϓࣸਅの切りൈき
はෆՄ。
ॎ4.5ʷԣ3.5ᶲのࣸਅでも
Մ。　ਃ੥前�ϲ݄以಺に
Өしたਖ਼໘୤๧൒਎૾ࡱ
のものとすること。
ࣸਅのཪに、職種と໊ࢯ
を記ೖしష෇してԼさい。

ʪ੾Γ͸ͳͯ͠͸͍͚·ͤΜʫ

ɾ�ඞͣ2ຕష෇ͯ͠ Լ͍͞ɻ
ɾ�࣮ٕɹֶՊํ྆ݧࢼ໔আ ʢऀड۠ݕ෼�%ʣ͸ඞཁ͋Γ·ͤΜɻ
ɾϑΥτ༻ϖʔύʔɺޫ ୔ࢴ౳ʹϓϦϯτͨ͠ຊਓ֬ೝ͕Ͱ͖Δ઱໌ͳ
��΋ͷΛ࢖༻ͯ͠ Լ͍͞ɻ

ʲෆద੾ͳࣸਅྫʳ
ɾ͕إ�ԣ͖޲ͷ΋ͷ
ɾ�αϯάϥε΍ϚεΫ౳ʹΑΓਓ෺͕ಛఆͰ͖ͳ͍΋ͷ
ɾഎ͕͋ܠΔ΋ͷ
ɾ͕إॎ΍ԣʹѹॖ֦େ͞ΕΔͳͲɺมͨ͠ܗ΋ͷ

˞಺༁ථ͸ඞͣਃ੥ॻͱڞʹఴ෇ͯ͠ Լ͍͞ɻ
ͷ໔আΛड͚Δํ͸ɺඞͣূ໌ॻݧࢼ˞ ʢྨࣸ͠ʣΛఴ෇ͯ͠ Լ͍͞ɻ

ࣹग़੒ۀ࡞ܕ
ձ৔ݧࢼٕ࣮ ๬ر

ϑϥϫʔ૷০ۀ࡞
બ୒՝୊ྠޒɾڃ2

ͦͷଞಛ߲ࣄه

塗　装

1 級
建 築 塗 装

静　岡　太　郎

能力開発（株）

静岡県静岡市清水区楠160

静岡県静岡市清水区楠2丁目3番地

51 1 1
4 2 4

054 345 2397

0 8 8 1

し ず お か　 　た ろ う

塗　装

1 級
建 築 塗 装

静　岡　太　郎
51 1 1

し ず お か　 　た ろ う

डݕਃ੥ॻӈථͷهೖྫ
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※必ず添付すること

ਃ੥ॻཪ໘
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˞ૣੜ·Εʢ��2��݄ੜ·Εʣ͸ੜ೥ Β͔�೥Ҿ͍ͯͯ͘ݟ ͩ͞ ͍ɻ

生年 西暦 小学校
卒業 卒業 入学 入学 卒業（2年制）卒業（4年制）卒業

中学校 高校 大学・専門学校
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ද

ཪ

建築塗装作業

静岡　太郎

能力開発㈱

〇〇　　　 〇×

054 ｰ 345 ｰ 9377

４２４　０８８１

054ｰ345ｰ2397

静岡市清水区楠 160

1
0 6 0 18,200 18,200

18,200

1

合計欄には、１枚ごとの
金額を記入して下さい。

対象となるところに人数
を記入して下さい。
※減免なしとは、35歳以上の方の
２、３級の申請者と特級、１級、
単一等級の申請者

ＡもしくはＢ欄に、
必ず記入して下さい。

シズオカ　タロウ

領収書の貼付欄には、①または②の処理を必ずして下さい。
①振込領収書のコピーの添付。
②記入例のように、納入予定日を記入。

21,300

12,300

12,300

18,200

9,200

9,200

18,200

9,200

9,200

18,200

9,200

9,200

21,300

12,300

12,300

18,200

9,200

9,200

18,200

9,200

9,200

21,300

12,300

12,300

18,200

9,200

18,200

9,200

9,200

職種番号・作業番号を記入して下さい。
P7～9を参照して下さい。

 ４ 16

0 2 0
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静岡県技能検定委員及び技能五輪競技委員選任基準

　技能検定委員及び五輪競技委員は、当該職種について専門的な、技術又は学識経験を有する者のうち
から選任するものであり、その基準は次のとおりとする。

1.　特級技能検定委員

2.　1 級、2 級、3 級又は単一等級の検定委員

3.　技能五輪の競技委員

注意事項

特級にあたっては、次のいずれかに該当する者

1 級、2 級、3 級又は単一等級にあっては、次のいずれかに該当する者

上記 2. に準じる者

(1)　 当該検定職種の特級又は 1 級の技能検定合格した者であって、当該検定職種に関し 20 年以
　 上の実務の経験若しくは教育訓練の経験を有し、かつ、当該検定職種に関する管理者若しくは
　 監督としての地位にある者若しくはこれらの地位にあった者（技能系）

(1)　 当該検定職種（作業）の特級、1 級又は単一等級の技能検定に合格した者であって、当該検定
　 職種（作業）に関し15 年以上の実務経験若しくは教育訓練の経験を有する者（技能系）

(2)　 事業所等において、当該検定職種に簡する管理部門、技術部門若しくは教育訓練部門の課長
　 級以上の地位にある者又はこれらの地位にあった者（技術系）

(2)　 次のいずれかに該当する者であって、当該検定職種（作業）の特級、1 級又単一等級の技能
　 検定に合格した者し同等以上の技能又は技術を有する者

※　技能検定委員及び技能五輪競技委員の任期は、当該年度とする。
※　技能検定委員及び技能五輪競技委員となった者は、当該年度に行われる当該検定職種（作業）の
技能検定試験は受検できないこと（実技試験及び学科試験の両方が免除される場合を除く。）、技能検
定試験に先立って各種団体や事業所等が実施する技能検定実技試験に係る事前講習や事前教育の講師
とならないこと。また、これらに係る教育関係資料の作成に一切関与しないこと。

(3) 上記（1）又は（2）に揚げる者と同等以上の技能、技術又は学識経験を有する者

(a)　事業所等において、当該検定職種（作業）、に関する管理部門、技術部門若しくは教育訓練
　　部門の課長級以上の地位にある者又はこれらの地位にあった者（技術系）
(b)　短期大学（高等専門学校及び旧養成訓練を含む。）以上の学校、応用課程若しくは専門課程
　   の高度職業訓練（旧養成訓練を含む。）又は長期課程の指導訓練において、当該検定職種（作
　   業）に関する学科を修めて卒業又は修了し、その後当該検定職種（作業）に関して10年以 
　　上の学識経験を有する者 (学識経験には、学校、職業能力開発校（旧職業訓練を含む。）、
　　職業能力開発大学校等において教育・訓練を行った経験を含む。)（学識系）

(4)　 上記 (1)、(2) 又は (3) に揚げる者と同等以上の技能、技術又は学識経験者を有する者

(3)　 短期大学（高等専門学校及び旧専門学校を含む。）以上の学校、応用課程若しくは専門課程の
　 高度職業訓練（旧養成訓練を含む。）又は長期課程の指導員訓練において、当該検定職種（作業）
　 に関する学科を修めて卒業又はは修了し、その当該検定職種に関し 15 年以上の学識経験を有す
　 る者 (学識経験には、学校、職業能力開発校（旧職業訓練校を含む。）、職業能力開発大学校等に
　 おいて教育・訓練を行った経験を含む。）（学識系）
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機 械 組 立 て

旋 盤

フ ラ イ ス 盤

構 造 物 鉄 工

タ イ ル 貼 り

自 動 車 板 金

曲 げ 板 金

電 子 機 器 組 立 て

工 場 電 気 設 備

左 官

家 具

建 具

洋 裁

フ ラ ワ ー 装 飾

と び

機 械 組 立 仕 上 げ 作 業

普 通 旋 盤 作 業

フ ラ イ ス 盤 作 業

構 造 物 鉄 工 作 業

タ イ ル 貼 り 作 業

打 出 し 板 金 作 業

曲 げ 板 金 作 業

電 子 機 器 組 立 て 作 業

配 電 盤・制 御 盤 組 立 作 業

左 官 作 業

家 具 手 加 工 作 業

木 製 建 具 手 加 工 作 業

婦 人 子 供 注 文 服 製 作 作 業

フ ラ ワ ー 装 飾 作 業

と び 作 業

仕 上 げ

機 械 加 工

鉄 工

タ イ ル 貼 り

工 場 板 金

電 子 機 器 組 立 て

工 場 電 気 設 備

左 官

家 具 製 作

建 具 製 作

婦 人 子 供 服 製 造

フ ラ ワ ー 装 飾

と び

競　　　技　　　職　　　種 関 連 す る 技 能 検 定 職 種 実  技  試  験  の  作  業  名 参  加  手  数  料

9,200

Լه৬छʹग़৔Λر๬͞ΕΔํ͸ɺ੩Ԭݝ৬ۀೳྗ։ൃڠձ·Ͱ͓໰͍߹Θ͍ͤͩ͘͞ɻ

精密機器組立て、メカトロニクス、電気溶接、木型、電工、貴金属装身具、美容、理容、洋菓子製造、
自動車工、西洋料理、造園、和裁、日本料理、レストランサービス、車体塗装、ＩＴネットワー
クシステム管理、時計修理、移動式ロボット

※職種によっては、県予選を実施する場合があります。

‒ٕೳྠޒશࠃେձͱ͸

技能五輪参加者募集
　੨೥ٕ能ऀのٕ能水४Λ高ΊΔͱͱ΋にɺٕ 能ऀのࣾձతධՁの্޲Λ目తにɺ֤ ౎ಓ෎県の༧બ（地ํେձ）
かΒબൈさΕたબखにΑΓɺ֤職छのٕڝେձ͕ຖ೥࣮ࢪさΕͯい·すɻ
ճɺୈࠓ　 58 ճٕ能ྠޒશࠃେձ΁ࢀՃすΔ静岡県୅දબखΛબൈすΔたΊ静岡県༧બΛ࣮ࢪし·すɻ
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　ฏ੒ 9 ೥（1997 ೥）1 ݄ 1 ೔Ҏ߱にੜ·Εたํɻ೔ຊࠃ੶Λ༗すΔ΋ので͋Δこͱ（※ࡍࠃେձにग़৔すΔ৔߹のみ）

　令和 2 ೥ 4 ݄ 6 ೔（݄）ʙ 4 ݄ 17 ೔（ۚ）·でにٕ能ྠޒ静岡県༧બࢀՃਃしࠐみॻΛ記入の্ɺٕ能ݕఆのखଓき
に४͡ࢀՃख਺ྉΛೲ入しఏग़しͯԼさいɻ
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　ٕ能ྠޒ静岡県༧બࢀՃਃࠐॻ　※ཪ໘にٕ能ݕఆಉ༷ɺ਎෼ূ໌ॻの͑߇Λఴ෇くださいɻ
शߨຢはΨε༹઀ٕ能ূڐ業ओ೚ऀ໔࡞くΨε༹઀ͮج൘ۚ職छはɺ࿑ಇ҆શӴੜ๏に͛ۂɺࣗಈं൘ۚɺ޻଄෺మߏ　
मྃূΛܞଳしͯいなけΕ͹ٕڝにࢀՃでき·ͤんɻ
ҭΛमྃしたڭく҆શຢはӴੜのたΊのಛผのͮج業にͭいͯは࿑ಇ҆શӴੜ๏に࡞職छのΞʔΫ༹઀౳の޻଄෺మߏ　
ূ໌ॻ౳のࣸしのఏࣔɺຢはಛผのڭҭͱಉ౳の஌ࣝٴͼٕ能Λ༗しͯいΔこͱのਃࠂΛཁし·すɻ
　2 Ճख਺ྉはෆཁですɻࢀのྠޒいΔํはɺٕ能ͯͬߦਃ੥Λซͤͯݕのडݧࢼఆ࣮ٕݕ能ٕڃ
　ٕ能ݕఆडݕਃ੥ॻはඞずఏग़しͯԼさいɻ

　令和 2 ೥ 6 ݄ 8 ೔（݄）かΒ 9 ݄ 13 ೔（೔）·でのؒで静岡県職業能力開発ڠձ͕ࢦఆすΔ೔
　※ 2 し·すɻࢪ೔に県༧બΛ݉Ͷ࣮ͯݧࢼすΔํはɺ࣮ٕݕΛडݧࢼఆ࣮ٕݕ能ٕڃ
すΔこͱは͋Γ·ͤんɻࢪͱ県༧બΛ෼け࣮ͯݧࢼٕ࣮　　

　༏लな੒੷ΛऩΊɺୈ 58 ճٕ能ྠޒશࠃେձにࢀՃ༧ఆのํΛදজし·すɻ·たɺ࠷༏लऀにͭいͯは静岡県஌事·
たはɺ౰ڠձ௕ΑΓදজさΕ·すɻ

　ٕ能ݕఆؔ࿈職छにかかΔٕ能ྠޒ静岡県༧બにࢀՃした΋ののうͪɺҰఆ水४Ҏ্の੒੷ΛऩΊたํにはٕ能ূ͕ަ
෇さΕɺ2 ໔আさΕ·すɻ͕ݧࢼの࣮ٕ（業࡞）ఆ職छݕ能ٕڃ
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